さやばねニューシリーズ　短報の原稿例

【短報】
三宅島で確認した南方系移入甲虫2種

伊豆諸島三宅島において以下の2
種の移入昆虫を確認したので記録しておく．以下，採集者は全て吉富博之で，採集地点の番号および各環境等の詳細な情報は吉富（2013）
に示している．本調査は，科研費（24510333；研究代表者：小島弘昭）の助成を受けて行われた．
リュウキュウツヤハナムグリProtaetia（Pyropotosia） pryeri （Janson）

土井（2013）によると，伊豆諸島では八丈島と八丈小島，青ヶ島，神津島での記録があるようだが，三宅島においても多数を確認した．確認地点は三宅島南部の海岸で，ススキの葉上などに多数個体がとまっていた．車に轢かれた死骸や飛び回る個体も多く目撃しており，同地では少なくとも数年前から定着していたと考えられる．
10exs.（+多数目撃），三宅島釜方海岸[IZ61], 29. VI
. 2013.
ヨツモンカメノコハムシLaccoptera quadrimaculata (Thunberg)
元来は沖縄島以南に生息する種であったが，九州およびその周辺諸島，本州（静岡県）において分布地が拡大しつつある（瀬島，2011）．伊豆諸島では，すでに大島と三宅島において2012年にサツマイモとその周辺に生育するノアサガオで発生が確認されていた（竹内ほか，2012）．筆者はハマヒルガオCalystegia soldanella (L.) Roem. et Schult.の葉上より本種を確認した．確認地点は2地点のみであるが，発生状況から考えると三宅島では海岸部を中心に広く分布拡大している可能性が高い．
6exs.（+幼虫・蛹を多数採集），三宅島錆ヶ浜[IZ58], 28. VI. 2013. 
多数目撃（成虫・幼虫・蛹），三宅島釜方海岸[IZ61], 29. VI. 2013. 
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図1.リュウキュウツヤハナムグリ．
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図2. ヨツモンカメノコハムシ（左：成虫；右：蛹）．
�短報にはこれを付ける．


�内容を端的に表したタイトルにすること．


�数字は全て半角．


�インターネットのサイトの引用方法（引用文献も見よ）。


�学名はイタリック．命名者はスモールキャピタルにしない．


�環境依存文字を使用しない。


�参考文献ではなく引用文献とし本文内に必ず引用を伴うこと．


�引用文献内のみ、姓名で3文字の人物名は名字と名前の間を全角1空ける。


�同上。


�名前の後に住所、所属。所属のみでも良いが、出来る限り住所も明記。


�付図は原稿の文章量を見て多すぎないように。また、出来るだけ1カラムに収まるように図を作成すること。


図番号等は事前に入れるか、編集の方でも入れることも可能。


トリミング等は編集側で行うこともある。


�図もしくはFig(s).とする．英語でも良い．





